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はじめに

•自己紹介
•茨城大学水戸キャンパス・
小体育館での連続測定

•定義の理解・教科との連携
•教育的波及効果



「海は広いな」ということは実感



ガーナ南西部海岸地域
（Cape Three Points付近）
2007，2009，2012，2014，
2015

大酸化イベント
の時代の深海の
堆積物を求めて



2006
南ア



茨城大学での温度・湿度・WBGT測定

茨城大学水戸キャンパス
小体育館（空調設備なし）

令和6年度、令和７年度
気候変動適応業務委託



データロガーの動作テスト：室温・相対湿度・暑さ指数

• 本スライドは当日削除

＠茨城大学水戸キャンパス
教育学部A棟3階南南西向き研究室

測定立ち上げ約1時間は異常値
それ以降は信頼できそう（空調、特異日を記録）



茨城大学水戸キャンパス小体育館・西

2025年

日本スホー゚ツ協会
『熱中症予防運動指針』

(2019)  

ほぼ安全



茨城大学水戸キャンパス小体育館・西 日本スホー゚ツ協会
『熱中症予防運動指針』

(2019)  



県内小中体育館
への空調整備の
動き

• 児童・生徒の熱中症防止
• 体育授業
• 部活動

• 災害発生の避難所としての役割2025年6月19日（木）茨城新聞

2025年6月20日（金）茨城新聞



暑さ指数（WBGT）
•室内の場合の定義
• 0.7×湿球温度＋0.3×黒球温度

【学校教育での学び】
乾球温度と湿球温度の差：気化熱

（中学理科）
相対湿度（中学理科）
輻射（高校物理基礎） https://www.nikkeithermo.

co.jp/pages/33/

https://www.nikkeithermo.co.jp/pages/32/



水戸市と福井市の気温・降水量

伊藤・石島（2024）『変動帯の文化地質学』（京都大学学術出版会）より引用。

水戸市・福井市の気温，降水量，日照時間，相対湿度。データは2020年平年値（1991〜2020年平均）で，気象庁のホームページより入手。



四季はなぜ生ずるのか？

大日本図書「中学校理科2分野下」, p56



水戸市の
月平均日射量

NEDO日射量データベース閲覧システムより
https://appww2.infoc.nedo.go.jp/appww/monsola.html?m
=54404375

3月と9月の日射量は
ほぼ等しい。



日本列島周辺の海水温 https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/monthly/wnpsst.html

2024年4月 2024年10月
→運動会の開催時期を秋から春へ移動することの地学的な背景



大洋の西
• 世界でもっとも
巨大な海洋が東
隣りにある。

【地学的意義】
平らで、
比熱が大きく、
塩分に富む
水たまりが東隣
りにある。

Google Earthより引用



伊藤孝（2024）『日本列島はすごい』（中公新書）より年平均海水温（2020年）



教育現場で生データを長期的に取得する意義
•児童・生徒・学生にとって身近な場所で取得したデータを
提示できる。

•学校運営、体育授業・部活動の実施に関し客観的データを
参照・活用することができる。

•関連授業において、データの意味するところを解説・コメ
ントすることができる。

• 理科（物理学、地学、気象学）
• 社会（気候学、自然地理学）
• 保健体育（身体の仕組み）
ほか

•とくに教員養成学部においては、長期的な教育効果が期待
できる。



暑熱対策教育を大学
で、特に教育学部で
行うことの意義

世代を超えた波及効果を
期待できる。

Canvaにより作図
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